
Interactive Physicsをインストールする
とデモ用のフォルダには数多くのサンプル
ファイルが用意されている。そのサンプル
の中で特に気に入ったのが“CarJump.ip”
（写真1）。ツールバーの「実行」ボタンを

押して、シミュレーションを開始すると、
車が滑らかなアニメーションで谷を飛び越
え、「ドカン！」と効果音付きで激突する
（誌面ではうまくお伝えできませんが）。こ
の車、よく見ると、長さや重さがきちんと
設定されていて、サスペンション（ばね）
まで付いている。
このソフトが計算する要素は、速度、加

速度、力、運動量、エネルギー、音量、周

波数、ドップラー効果、空気抵抗、重力、
摩擦、衝突などなど。サッカーボールのバ
ウンドを追跡できる“SoccerPlayer.ip”で
も、ボールの飛び出す角度や、材質によっ
て軌跡が変化していくことを確認できる
（写真2）。
説明によると、このソフトは「機構解析

ソフトウェア『MSC.Working Model 2D』
の計算エンジンをベースとして」、「ニュー
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Interactive Physics（インタラクティブ・フィジックス）は「物理学教
育シミュレーションソフトウェアの世界標準」と世界各地で大きな支持を得
ている教育用ソフトウェア。その最新バージョンである『Interative
Physics 2000』の日本語版（マニュアルも日本語）が遂に登場したので、
紹介してみたい。

▲《写真1》サンプルの“CarJump.ip”。車がジャンプ、他の車を巻き込んで激突する。ド派手
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